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１．日本労働社会学会第 27 期第 6 回幹事会（2015.11.6）議事録	

2015 年 11 月 6 日（金）16:30～18:30	

於：大阪市立大学文化交流センター	

出席者：山田、松尾、戸室、大西、勝俣、小川、長谷川、村尾、松戸、樋口、西野、	

	 	 	 	 李（開催校）、水野（開催校）	

	

１．第 27 回大会（11 月 6 日～8 日	 大阪市立大学）について	

・大会実行委員長の李先生及び水野会員よりご挨拶があった。会場の都合で日曜日は教

室での飲食は禁止であるため、十分に注意してほしい旨連絡があった。	

・研究活動委員会より、自由論題報告Ⅰの報告者に 1 名辞退があったため、開始時間を

遅らせて 11 時 10 分開始となることが報告された。また、自由論題報告Ⅲの司会が水

野会員から松戸会員に変更になったことが報告された。	

	

２．総会議事について	

①議長について	 山田代表幹事が、当日出席者に依頼することとなった。	

②『年報』編集委員の大西幹事から、投稿論文の審査の関係で第 26 号の発行が遅れて

いる旨報告があった。	

③『ジャーナル』編集委員の樋口幹事より、第 17 号の編集が順調に進行しているむね

報告があった。	

④研究活動委員の村尾幹事より、学会奨励賞の推薦委員会の立ち上げが困難であり、立

ち上げることができなかった旨報告がなされた。この点について、大会でお詫びする

とともに、今後推薦委員会を立ち上げないことと、年報およびジャーナル掲載論文を



「論文の部」に推薦されたものとみなして審査を行うことを提案するとの報告があっ

た。	

⑤関西部会の吉田幹事より、関西部会の開催報告があった。	

⑥社会学系コンソーシアム担当の山田代表幹事より、シンポジウムについての報告があ

った。	

⑦社会政策学会関連学会協議会（小川幹事）2015 年の活動報告と今後の活動予定につ

いて報告があった。12 月 12 日（土）研究倫理に関する学習会が開催される予定であ

り、小川幹事、大西幹事が出席することとなった。	

⑧学会 HP 担当（吉田幹事）特になし	

⑨デジタル化担当（橋本幹事）（総会当日報告）	

⑩事務局長の松尾幹事より、下記について総会で言及する旨報告があった。	

・事務委託先を変更した	 代替業者を選定し、2015 年 2 月からワールドミーティング

に委託を行い、現在問題なく運営が行われている。	

・年会費の長期滞納者の件で、5 年を超えて滞納する者について、会費納入のない場合

は除籍とする旨、連絡をした。その結果、納入のあった一人を除いて除籍した。	

・シニアの減免幅を拡大し、年会費を 6000 円とした。	

・名簿（2015 年 10 月 1 日現在）を発行した。個人情報の取り扱いに注意するとともに、

修正がある場合は事務局に連絡するよう、各会員に依頼する。	

⑪会計決算報告、予算案について、勝俣幹事より資料をもとに報告がなされた。	

⑫学会奨励賞について、松戸幹事より、3 名の選考委員による厳正な審査の結果、受賞

なしとなったことが報告された。	

⑬次回大会開催校について、山田代表幹事より、法政大学多摩キャンパスにて 10 月下

旬開催予定であることが報告された。なお、開催校の担当者が鈴木会員お一人である

ことから、工場見学については幹事会が担当する予定である。	

	

３．総会議事関連以外の委員会報告	

選任幹事 2 人が 2016 年 4 月より 1 年間在外研究予定ため、後任の補充を検討するこ

ととなった。新しく委嘱する場合、2016 年 3 月に委嘱予定である。	

	

４．入会、退会	

入会希望者：矢野秀徳（広島修道大学法学部）	

川西英二（大阪市立大学大学院創造都市研究科）	

以上 2 名	

退会希望者：2 名	

以上の入退会希望者がそれぞれ承認された。	

	 	



５．会費減免措置の承認	

2 名より希望があり、申請書回覧のあと、全員が承認された。	

	

６．2016 年度幹事会日程について	

12 月 5 日、3 月 5 日、7 月 2 日、9 月 3 日に開催することとなった。なお、3 月 5 日、

7 月 2 日は研究例会、9 月 3 日はプレシンポを開催予定。	

以	 上 
	

２．日本労働社会学会第 27 回総会（2015.11.7）議事録	

2015 年 11 月 7 日（土）12:30～14:30	

於：大阪市立大学文化交流センターホール	

Ⅰ．開会挨拶	

山田代表幹事より開会の挨拶が行われた。	

Ⅱ．開催校挨拶	

大阪市立大創造都市研究科・李大会実行委員長および、大阪市立大学創造都市研究

科研究科長・柏木教授より開催校挨拶をいただいた。	

Ⅲ．議長選出	

山田代表幹事より専修大学・柴田会員に依頼を行い、了承された。	

Ⅳ．第 27 期活動報告	

１．『日本労働社会学会年報』編集委員長の大西幹事より、第 26 号の編集の進捗状況

が報告された。投稿論文の再募集の関係で発行が遅れている旨報告され、了承され

た。	

２．『労働社会学会研究』（ジャーナル）編集委員長の樋口幹事より、第 17 号の編集

が順調に進行しているむね報告があり了承された。	

３．研究活動委員長の村尾幹事より、例会及びシンポジウムの企画等の活動について

報告された。学会奨励賞の推薦委員会については、依頼したものの引き受け手がお

らず、立ち上げることができなかった旨報告された。この点についてお詫びすると

ともに、今後推薦委員会を立ち上げないことと、年報およびジャーナル掲載論文を

「論文の部」に推薦されたものとみなして審査を行うという内規の変更が提案され、

了承された。	

４．関西部会の吉田幹事より、7 月 22 日の関西部会開催報告があり了承された。	

５．社会学系コンソーシアム担当の山田代表幹事より、実施済みのシンポジウムおよ

び今後の実施予定のシンポジウムについての報告があり、了承された。	

６．社会政策学会関連学会協議会の小川幹事より、2015 年の活動報告と今後の活動

予定について報告があった。12 月 12 日（土）研究倫理に関する学習会が東大本郷

キャンパスにて開催される予定である旨報告があり、了承された。	



７．学会 HP 担当の吉田幹事より、学会 HP の運営についての報告が行われ、了承され

た。	

８．デジタル化担当の橋本幹事より、学会誌のデジタル化についての報告が行われ、

了承された。	

９．事務局長の松尾幹事より、下記の報告があり了承された。	

・これまで事務を委託していた業者の会員管理に不備が多発したことから、事務委託

先の変更を行った。代替業者を選定し、2015 年 2 月からワールドミーティングに

委託を行い、現在のところ問題なく運営が行われている。	

・年会費の長期滞納者の件で、5 年を超えて滞納する者について、会費納入のない場

合は除籍とする旨、連絡をした。その結果、納入のあった一人を除いて退会扱いと

した。	

・シニアの減免幅を拡大し、年会費を 6000 円とした。	

・会員名簿を発行し送付した。所属等の内容確認のうえ、変更ある場合は事務局あて

に連絡をお願いする。	

・幹事のうち 2 名が 2016 年より在外研究に出る関係で、新たに幹事を委嘱する可能

性がある。	

	

Ⅴ．第 27 期決算報告	

第 27 期決算案について、勝俣幹事より資料をもとに報告され、了承された。	

	

Ⅵ．第 27 期監査報告	

第 27 期監査報告について、木本監事より監査が無事終了した旨報告され、了承され

た。	

	

Ⅶ．第 28 期予算案の審議	

第 28 期予算案について、勝俣幹事より資料をもとに報告され、了承された。	

	

開催校の水野会員より、プレシンポを開催校で実施する旨提案をしたが、受け入れら

れなかった旨、問題提起があった。山田代表幹事より、問題提起を真摯に受け止め、幹

事会にて引き続き検討していくこととした。	

	

Ⅷ．第 12 回日本労働社会学会奨励賞の選考方法と結果発表	

学会奨励賞について、松戸幹事より、論文については推薦がなかったこと、著書の部

については推薦があり、3 名の選考委員による厳正な審査の結果、「受賞該当作なし」

となったことが報告され、了承された。	

	



Ⅸ．次回大会開催校について	

次回大会開催校について山田代表幹事より、法政大学多摩キャンパスにて 10 月下旬

に開催予定であることが報告された。併せて法政大学大原社研の鈴木会員より挨拶があ

った。	

以	 上	

	

３．第 27 回大会における昼食代金（11 月 7 日）の件について（お詫びとご連絡）	

	

	 日本労働社会学会第 27 回大会の 2 日目（11 月 7 日）に、あらかじめ予約していた参

加者に対して開催校より昼食（サンドイッチと飲み物）が配られました。その代金とし

て（大会プログラム裏面に記載の通り）500 円を当日開催校が徴収いたしましたが、参

加者の指摘により調査した結果、その代金が昼食の実費に比して 170 円ほど過大であっ

たことが判明いたしました。	

このことに対しては、調査の結果発注業務に手違いがあったとして開催校から幹事会

にお詫びの意が示されましたが、幹事会としても参加者の皆様にお詫びを申し上げます。

そして、昼食を申し込まれた参加者のうちご希望の方に対しては、この差額相当部分

（170 円）を第 27 回大会の会計より返金いたします。	

つきましては、差額の返金をご希望の参加者の方は、お手数ですが 12 月 25 日（金）

までに下記の連絡先までその旨をご連絡いただきますようよろしくお願い申し上げま

す。	

	

	 連絡先：第 27 回大会実行委員会事務局担当	 水野博達（大阪市立大学創造都市研究

科都市共生社会研究分野）		

	 	 	 	 	 TEL:06-4799-3700（代表）、E-mail:mizuno@gscc.osaka-cu.ac.jp	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日本労働社会学会幹事会	

	

	

★日本労働社会学会事務局（第 2８期）★	

〒150-8366	 東京都渋谷区渋谷 4-4-25	 青山学院大学経済学部	

	 	 	 	 	 	 松尾	孝一（まつお	こういち）研究室気付	

TEL:	03-3409-8846（研究室直通）	

FAX:	03-5485-0698	

E-mail:	matsuo@econ.aoyama.ac.jp		学会 HP:	http://www.jals.jp/	

	

★2016 年度年会費納入のお願い★	



学会費の納入は下記口座までお願いします。	

【郵便振替口座】口座番号：	00150-1-85076	 加入者名：	日本労働社会学会	

年会費	 学生・院生会員：6,000 円	 一般会員：10,000 円	

会費減免制度については、下記 URL をご参照ください。	 	

http://www.jals.jp/discount/	

	

★住所・メールアドレス変更通知のお願い★	

住所変更とメールアドレス変更した場合には、必ず事務局に連絡をお願いします。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 以	 上 

***********************************************************************	


